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全航空会社で新手順での運用を開始します

運用開始日

●2022年 5月 31日（火） JAL、ANA、SKY、FDAの4社

●2022年 7月 1日（金） 下記、8社の航空会社
※なお、下記表５～８の4社については、搭乗前の事前連絡が必要です。

連絡先はその都度、JOTにお問い合わせください。

航空会社名

１ 株式会社 AIRDO

２ アイベックスエアラインズ株式会社

３ 株式会社ソラシドエア

４ オリエンタルエアブリッジ株式会社

５ Peach・Aviation株式会社

６ 株式会社スターフライヤー

７ ジェットスタージャパン株式会社

８ スプリング・ジャパン株式会社

搭乗前の
事前連絡が必要！

＜伝える内容＞
・搭乗日・搭乗便
・移植施設名
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1. レシピエントへの意思確認時に、JOTより未記入の①臓器移
植に関する臓器摘出チーム証明書および②臓器移植に係る手
荷物内容品申告書をDDDSで送付します。

2. 摘出器材リストおよびSDS（安全データシート）・医薬品添
付文書は、これまで通り、必ず持参してください。カウン
ターで提示を求められた際はご提示ください。

3. 空港の有人カウンターで「臓器移植用の荷物であること」を
伝え、上記2つの書類を提示してください。

摘出器材・薬剤等の輸送時における
摘出チームの具体的手順

3

周知事項（2022.5.25）



公益社団法人日本臓器移植ネットワーク

●本件に関する一般的な問い合わせ

03-5446-8806（事業推進本部）※9：00～17:30

●ドナー情報発生時 ※24時間対応

03-5446-8808（あっせん対応本部）

問い合わせ先
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手続きに必要な書類の統一化

摘出チーム証明書 内容物申告書 運搬証明書

器材
搬送

往路
提供施設へ向かう時

移植施設から地元最寄り空港での手続き

〇 〇 ×

復路
移植施設へ帰る時

提供施設の最寄り空港での手続き

〇 〇 ×

臓器
搬送

復路
臓器搬送時

× × 〇

参考
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【機密性２】

種類 輸送基準 客室内への持込 貨物室への預入

手術に使用する物品
（滅菌シーツ、チューブ等）、
手術用滅菌ガウン、手袋、
手術着、清潔な氷、
臓器搬送用クーラーボックス

危険物に該当しない 〇 〇

臓器保存液 危険物に該当する場合であっても、移植用臓器の保存を目
的とした物件は輸送禁止物件から除外される

〇 〇

医薬品・医薬部外品 危険物に該当する場合に限り、以下の数量制限が適用され
る
・1容器当たり0.5ℓ又は0.5㎏まで
・1人当たり2ℓ又は2㎏まで

〇 〇

医療器具用バッテリー
（リチウムイオン電池・リチウム
金属電池）

・リチウムイオン電池：160Wh以下
・リチウム金属電池：リチウム含有量8g以下

※１医療器具から取り外したバッテリーや予備用バッテリーは貨物
室への預入は禁止

※２医療器具から取り外したバッテリーや予備用バッテリーは、以
下の場合１人当たり2個までに制限される
・リチウムイオン電池：100Wh超160Wh以下
・リチウム金属電池：リチウム含有量2g超8g以下

〇
〇

（※１）

医療器具用バッテリー
（ニッケル水素電池・乾電池等） 危険物に該当しない 〇 〇

手術器材（メス・ハサミ等）
凶器に該当する場合は、客室内への持込は禁止 × 〇

臓器移植チーム器材の輸送基準について

参考資料：国土交通省航空局より提供（2022年5月25日時点）
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